
【紅型染め教室】 ～沖縄の伝統的な染色技法～ 

１回目 ６月１２日開催        参加者５名 

紅型染め用の筆 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

植物染料と顔料を併用。鮮やかです！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小刀（シーグ）を使い、「豆腐」の水分を抜いたルクジュウの上で型紙を彫ります 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 生地の上に型紙を置き、ヘラで防染糊を引く「型置き」は先生が行い、参加者は 

「色差し」のみ。紅型は９色。それぞれがお好みの色を塗りこんでいきます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

                              鮮やかな赤の発色「コチニール」顔料 



 最後に筆を変えて「ぼかし」も入れます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



     講師の石塚先生が丁寧にアドバイスをしてくれます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   色差し終了！  ２日ほど置いて、色を馴染ませ、家で糊を落としたら完成です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【紅型染め教室】 ～沖縄の伝統的な染色技法～ 

2回目 ６月 26日開催        参加者 4名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２回目は 

「額装作品」を作成します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★参加者６名、全 2回の講座で９名の参加でした。 



「紅型染め教室」作品例            （講師作品） 


